


鉱
街
不
畠
篇

創

術

不
識

篇

O
客
紛
て
云
、
子
が
御
術
導
昼
の

一
迎
を
引
て

歪
極
を

不

ν
識
‘
尤
も
子
が
云
所
、
甚
だ
商
上
也
t
云

へ
z
も
、
初
心
の
態

至
b
雛
し
、
埴
々
抹
誌
人
有
て

上
逃
す

る
と
ち
、
唯
一
理
の
み

熟
し
.
事
を
袷

る
時
は

、
悟
治
の
併

に
太
刀
を
弄
ば
す

る
が

如

〈
、
心
計
与
按

明
し
た
り

t
も

、
事
拙
(
し

て
は

物
の

用

に
逃

す
ま
じ

、
昔
よ
り
名

服
は

回
夫
野
人
の
密
む

賎
き
業
を

見
τ
、

則
拡
事
に
仙
て
利
を
得
玉
ふ
事
不
ν
少
、き
ゐ
れ
ば
版
告
事
と

て
も
不
ν
給
-
』
そ名
春
の

人
t
云
ぺ

り
れ

、
亦
浅
き
を
波
て
深

き
に
至
り

、
早
き
を
踊
て
高
き
に
至
ゐ
こ
そ
順
瑚
な
る
ぺ
し

然
ら
ば
先
づ
串
を

専
ら

に
勉
τ
二
そ
、
自
然
の
理
も
熟

件
す

べ
げ

れ

、

師
答
云
、
客
ゆ
言
甚
に
迎
也
‘
子
が
初
心

の
人
を
叫
1
都
客

の

言
の
如
〈

専
ら
都
を

以
て
す
る

品
、
雌
ν然
組
物
の
形

刀
を
敢

て
不
ν
激
、
放
に
不
ν
剣
ポ
は
唯
浬
轟
と
云

人
多
し

、此
門
に

不

ν
入
ば
知
れ
難
主
所
也
、純
物
の
形
刀
は
符
純
み
花
る
約
束
の

郡
品
、
其
笈

の
事
に
あ
ら
す

、
閃
て
紋
初
の
時
初
〈
形

刀
を

軒
は

L

枇

て
不

ν
数
、
夫

よ

り
其
質

の
卒

主

数

る
也

、

此

わ
ざ

古
刊

の
名
人
是

を
以
E
す
る

鍬
、
是

衆
の
事
に

渉
ら
宇

t
云

へ
r
も
、
珂
物
は
皆

一
浬
よ
り
生
宇
る

な
れ
ば
‘
其
大
極

の

一
理
を
明
ら
む
る
依
に
如
ν
比
か
、
検
の
術
赴
に
歪
て
厳

し
て

金
し
、
是
不
ν
順
哉
、

O
客

の
云

、
其
頓
怠

に
至

て
は
左

も
品

る

ペ
し

、
初

心

を
引

〈

に
は
‘
干
が
云
臨
我
い

土
に
容
れ

が
た
L
、
諸
家
皆
形
万

の
手

蚊
主
以
て
初
中
を
介
も
、
奥
に

至
て
叉
奥
の
太
刀
t
て
形
刀

蚊
々
布

り
、
先
而
沿
な
る

ペ
炉
ら
守
、
先
づ
世
鼎

を
以
て
論
壱

ん
に
.
平
士
よ
b
削
人
恭
行
絞

々
逼
奉
し

τ
後
大
賂
花
ら
ん

附
.
其

治
甚
委
し
て
刺
盆

過
か
る

ぺ
き
事
必

せ
b
.
然
れ
ば

世
上
所
ν
布
事
を
遊

し
τ
、
後
千
が
組
物
放
て
不

ν
数
如
何
、

答
そ
卑
=

よ
り
高
き
に
到
る
事
、
初
術
に
於

て
は
組
物
の
形

万
也
t
お
が
深
切
に
叫
事
、
諸
大
方
の
師
の
法
な
れ
ば
尤
の

事
畠
、
然

E
b
日
本

仁
名
窃
を
蝋
し
た
る
常
流
の
組
紀
伊
入

泣
を
始
め
和
州
柳
生
京
胤
先
生
、
武
州
無
以
冗
附
、
三
捕
政
焔

等
、
古
今

の
諸
流
に

起
え
、
予

が
門
弟
も

ニ
三
輩
束
武
白
諸

流
を
鋭
見
る
に
、
皆
極
花
る
形刀
有
h
相
形
布
b
、
杭
に
し

て
終
に
手
に
た
つ
も
の
な
し

.
是
を
以
て
知

h
白

.右
白
先
生

敢
τ
極
た
る
形
刀
を
不
μ野
、流
義
の
名
と
品
は
易
る
t
云
へ

占
も
、

叫
云
ム
所

符
合
す
る
を
以

て
創

べ
し
.
き
あ
れ
ば
浬

剖
術
不
織
鱒

三
百
六
十
凹

は
理
よ
り
漏
札

出
る
な
れ
ば

、
専
ら
其
大
本

の

一
理
の
道
に

赴
か
し
む
る

の
術
を
云
の
み

、
事
を
折
る
に
品
ら
宇

、
閃
τ
稲

を
持
も
給
を
も
長

刀
を
も
持
て
稽

古
す
る

也
、
事
を
拾
る
な

ら
ば

給
太

川
等
を
特

τ
和
古
す
べ
き
や
う
な
し

、
赴
を
以
て

漆
す
ぺ
し

.
大
様
世
上
の
業
t
云
は

専

b
純
物
の
形

刀
を
以

τ
す
、
常
流
は
其
約
束
の
形
刀
組
物
を
放
不
ν
用
、
迎
よ
り
出

る
其
質

の
業
、
自
然
に
肱
宇
る

滋
を

以
て
赤
す

、
先

づ
始
に

は
一
迎

仰
懸

口
と
云

τ
.
一
迎

山
門
に
入
ら
し
む

る
の
事
を

以
す
、
是
よ
り
次
第

に
一
恕
の
徳
開

る
に
随
τ
心
治

ま
句
気

充
も
て

、
白
然
に
先
つ
臨
病
守
去
り

、
次
に
身
際
詰
と
て

、
敵

じ
絞
々

の
桝
打
突
等
右

る
ほ

E
の
励
き
皆
さ
せ
τ
、
是
世

益

理
に
事
を
協
へ
て
詰
め
こ
む

の
術
を
激
へ
、
次
に
安

珂
水
川

仇
砂

2

の
事
、
舛

に
安
迎
の
問
問
を
剣
ら
し
む
、熟
す
る
時

、迎
苅
t

云
位
じ
引
〈

、
是
柳
生

流
に
云
ふ
硲
の

法
心
也
、
向
上
級
怠

革
b
、
又
此
上
に
は
深
〈
心
術
に
歪
て
生
死
を
離
断
し
、
事

迎
と
も
に

拾
し
む
る

也
.
事
現

を
拾

る
と
は
事
迎
に
無
心
な

る
を
云

ふ
、
無
心
な
る
t
き
は
恥
一
致
の

滋

に
し

τ
、
帯

理

み
4
か
色
の
陪
ゐ

は
自
然
の
機

に
肱
?

.
是
を

自
殻
と
す

、
悦

に
事
刊
白
特

に

至
τ
は

、
敵
の

位
高
下
勝
敗

朋
か

に
し

τ
自
然

に
見
ゆ

.
況

や
士
農
工
商
白

天
地
疏
物
皆
悉
(

氾
仁
不
V
合
t
云

事
な
し

.

を
以
て
説
を

導
か
宇
ば
符

ぺ
か
ら
宇
、
組
物

の
形
万
剖
り

に

τ
仕
立
た
る
御
術
は
.
印
可
を
収
て
後
も
酔
は
雌
ま
じ
主
畠
、

浬
に
色
央
相
形
な
し
・
困
て
印
可
の
段
に
成
て

一
時
に
仰
受

成
し
が
た
き
事
必
せ
り
、
依
に
初
心
の
仰
よ
ち
其
人
の
必
次

鈍

に
事
を
出

3
せ

.
其
事

を
以
て
迎
を
採

り
、
肱
セ
以
て

賞

に

豆
ら

し
む
る

に
、
初
は
迎
を
比
る
事

幽
一
し如
ν
紙

如
〆
益

、
夫

よ
り
硝

誤

ω
功
成
て

白
然
に
後
川
し
て

上
述
し

、
事

迎
と
も

@
u

に
白
得

ず
、
是
を
上
手
と
す

、
終

に
反
て
迎
と
併

め
る
物

も

な
き
に
歪
て
、
大
極
と
も
無
板
大
溢
と

も
云

ぺ
し
‘
是
を
名
人

t
は
云
な
る

べ
し
.
此
段

に
歪
て
は
波
然
不
勘

に
し
て
忠
慮

に
不
ν
沙
、
ヰ
円
を
不

ν
帥川
直

に
域
じ
抗
に
胤
干
.
是
徳
鬼
榊

に
通
守
る
故
也
、
然
に
布
の
池
り
初
心
よ
り
泣
て
に
侭
勝
を

好
み
負

を
泌
む
は
人
慾
也
.
此

や
初
心

よ
り
勝
事
を

の
み
数

る
附
は
、
益
人
慾
m
長
し
て
心
険
〈
形
符
不
ν
常
.
或は
惑
て

其
知
を
昧
ま
し
或
は
怒
て
共
仁
を
制
U
、
成
は
m
τ
英
勇
を

折
き
或
は
俄
て
其
倍
を
矢
ひ
.
誕
附

き
事
隣
家
に
火
災
有
る

が
如
し
、
寂
然
不
勤
な
ん
r
云
事
に
は
努

々
持
も
つ
か
宇
、
一

生
修
維

の
奴
t
な
ら
ん
ニ
そ

川
ま
し
げ
札

、
き
れ
ば
人
は
元

同
性
に
し
て
可
愛
の
m
心
り
、然
に
可
ν
免
人
に
勝
ん
恥
の
み

心
に
す
る
ニ

そ
歎
炉
し
き
業
な
札

‘
如
ν
此
本
心
を
昧

一
ふ
か
し
邪

有

争「

五



制
術

ぷ
耳

符

筑
セ
長

打
し
品
れ
ば

.
第
『
人
た
る
本
広
を
失
ふ
也
、
唯
人

は

忠
#
の
心
を
本
と
す

ペ
し
、
何
科
鋭
術
に
注
、
乃
歪
天
下
中
の

人

に
勝
つ

事
智
ひ
博
件

る
と
も

、
斡
法

暴
作

に
し

て
人

た

る

忠
孝

の
心

な
き
時

は
、
危
難
の
場
仁

出
合
し

て
は
、
忽
仇
主
忘

れ
勢
に
附

き
何
も
弛
る
、
を
宰

t
せ
ん

、
如
ν
此
節
義
を
快
き

な
ば
.
口
頃
鍛
錬
せ
し

御
術
も
何
か
せ
ん

、
故
に
孔
子
も
行

丸
い
街
ν
恥
を
以
て
士
と
す

t
の
玉
は
守

や
‘
去

に
よ
つ
て
武

士
は
降
々
と
し
て
入

陀
の
節
を
不

ν
失
、
事の
縫
に
池
は

v
節

義
を
狐
し
て
武
名
主
務
さ

宇
、
常
援

と
も
に
閥
家
の

用
た
る

人
を
ニ

そ
此
ん
で
士
t
云

ふ

ペ
り
れ
、
是
に
反
す
れ
ば
押
鬼

宥
に
し
て
甚
賎
む

ぺ
き
事
品
、
又
計
が
世
事
の
怜
へ
同
、
最
も

執
針
慨
也

と
云
E
も
.
是
に
ニ
そ
左

に
云
所

由
ニ
利
有

り
、
君

が
云
如
き
は

、
先
づ

中
間
小
ポ
主
十
年
も
つ

と

め
て
、
其
よ

り

足
斡
に
な
り
徒
に
な
ち
侍
に
成
る
者
、
頭
作
大
賂
奉
行
机
事

等
北
ご
滋
を
益
〈
楯
め
て

後
大
右
と
成
な
ば
.
上
下
民
辿
し

て
其
的
妹
に
勝
れ
ん
t
忠

へ
る
成
る
ぺ
し
・
M
w
小
見
り
人

は
背
如
ν
比
忠
へ
b
、
是
は
ゐ
ま
句

m
じ
渇
て

辻
越
し

、
是
等

の
筑
質
布
τ
は
‘
よ
し
や
小
活
よ

9
段
々
厚
級
を

う
り
て
登

店
し
、
到
米
行
と

成
句
鴎

の
老
に
列

し
花
h
t
も
、
小
剰
を
目

に
炉
げ
て
大
近

'乞
凡
付
る
事
な

(
.
終
に
は

箇
家
の
敗
'
ぜ
恥

始
じ
出
し
て
、
蒋
古
は
事
を
以
τ
心
を
正
う
し
、
益
の

一
理
を

探
ら
し
む
、
図

て
隠
些
も
事

よ
り
理

ゐ
ら
は
る
と
云

て
、
準

は
先
き
理
は
後
な
b

と
云
も
理
也
、
古
れ

E
も
至
て
比
れ
ば

反
て
浬
よ
り
生
宇
る

事
也
、
如
何
と
な

れ
ば
迎
は
天
地
閥
附

以
前

白
理
に
し
て

、
事
は
三
才

二
生
者
也

、
然
れ
ば
4
也
、
事

は
末

畠
、
卑
よ

句
高
に

至
ら
し

む

る
t
て

、
其
遁

中
の

殻

色

康
物
地
迎
人
質
等
世
悉

〈
示
さ
ん
t
す
る
昨
は

、
心
赴
に
右

滞
し

τ
末
に

不
ν
行
ν
道
、
巾
に

τ
染
な
ん
事
必

定
也
、
そ
れ

の

み
な
ら

宇
其
道
中
の
胤

吠
を

以
て
是
を
輿
義

t
心
得
τ
而
し

て
後
附
た
る
時
は
、
其
逝
も
部
人
の
上
に
及

ば
ん
事
可
ν
悲

の
第
一

也

.

O
客

白
云
、
他
流
も
歪
楯

の
所
は
無
我
と
云
ひ
然
心
と
云
ひ
、

忠
無
ν邪
な
E
と
流

々
に
於
て
其

理
を
云

へ
り
、然
る
を
荷
ん

ぞ

是
を
音

t
云
ふ
や
、

答
云
、
理
に
於
て
二
つ
な
け
れ
ば

、
他
洗
t
て
差

返
引
る
べ
か

ら
?

、
然
E
も
此
袈

t
云
ふ

物
は

心
に
知
与

口
に
云

時
は

等

f
間
咽
れ
E

も
、
忽
戟
を
取
て
共
迎
を
訂

へ
る
を
見
5
れ
ば
.

質
軒
不
ν分
物
也
.
亦
此
恐
の
説
流
々
末
々
仁
至
て
格
別
に
間

ゆ
ゐ
洗
義
も
不

ν
少
、如
ν
此
克
別
布
る

を
以
T
衆
人
迷

ム
也
、

共
流
限
り
の

恐
を
以
て
云
ふ
は
狭

L
、
其
に
て
宜
き

理
也
t

鋭
術
不
陵
品

穴

ド

の
み
、
其
上
必
物
を

一
々
必
さ
印

i
とす
る
附
は
人
問

一
生
や

ニ
生
に
τ
は

品
物
を
峰
し
材
ぺ
付
ん
や

、
唯
人
一
理
を
快
〈

併
近
し

品
れ
ば

、
叫
物
は
不
ν
盆
し
て

門

b
可
ν
剣
、諸
お
孔
明

は
平
雄
よ
り
出
て
天
下
の
安
危
を
挺
句
、
浪
の
高
組
は
布
衣

よ
り
起
て
天
下
を
苧
に
し
ニ
百
年
の
治
世
花
b
、
如
ν
此
の
額

は
佐
楳
と
も
某
例
不
ν少
、是
大
滋
を
凡
付
れ
ば
某
伶
臼
然
に

明
也
、
然

れ
ば

ゐ
ら
ゆ
る

事

の
み
を

一
事

々
々
斑
し
/
、
て

至
ら
ん
と
欲
す

る
は
、
甚
勉
句
泣
に
し
τ
‘是
樋

荏
の
云
へ

る

路
草
を
喰
ふ
矧
也
、
子
が
組
物
の
形
刀
を
政
て
不
ν
好
も
、柳

伶
大
束

に
准
宇
、
予
が
初
心
E
引
て
卑
を
蛸

で
高
き
に
至
ら

し
む
る
は
、
則
込
を
企
て
て
紅
道
を
進
み
、
滋
中
に
足
を
駐
む

る
事
な
〈
、迷
に
柿
に
赴
し
む
る
事
を
要
す
る
も
の
也
、上
府

軍
の
肘
な
が
ら
天
下
世
知
b
玉
ふ
如
し
、
諭
託
錦
政
の
篇
に

臼
、
縦
ば
北
反
共
所
に
尉
て
衆

必
是
に

向
ふ

が
如
し
E
、
是
t

鈎
術
に
取
τ
見
れ
ば
.
小
央
の
場
ι
し
て
入
方
御
の
立
所
t

す
、小
央
は
則
不
動

の
佼
也
、
儲
滋
も
中
を

以
て
版
t
す
る

t

ぞ
、
又
大
皐

に
日
、
明
惚

を
明
に
す
る

に
有
t
、
其
大
極
を
初

に
出
し
τ
初
皐
に

示
L
、
是
を
的
に
し
て
修

め
行
り
ば

‘下
よ

り
格
ν物
致

ν知
誠
ν芯

正
〆
心
と
云
よ
b
、
数
皐
者
に
其
際
的

の
明
徳
を

射
さ

せ
ん
t
す
、
旬

術
も
一

浬
と
云
明
徳
の

的
を

秘
減
す
る

と
も
他
流

品
物
に
不
ν
逸
片
浬
に
し
て

、
周
き
理

に

は
非
宇
、
赴
小
悲
と

云
は
ん
、
沼
子
は
周
し
τ
不
ν
比
、
小
人
比

し
て
不
ν朗
t
ぞ

.叉
喰

に
臼
、
百
人
を
波

め
て
大
象
を
探
ら

し
む
る
に
、
各
子
に
絢

た
る
所
を
以
て
象
の

形
を
云
ふ
が
如

し
、
或
は
背
に
胸
た
る
者
は
象
は
如
V瓜
t
云
ぴ
、足
に
燭
た

る
者
は
象
は
如
μ
縄
t
云
ひ
、
牙
に
鯛
た
る
者
は
象
は
如
〆角

t
云
ひ
、
足
に
鯛
た
る

者
は
象
は
如
ν
柱
t

云
ふ
が
如
し
、官

口
成
る
叩
主
象
の
金
慨
を
見

る
率
不

ν
叫
、
我
が
胸
た
る
所
を

以
て
示
す
、
洗
々
の
理
利
を
云
ム
醇
則
如
ν此
、
正
理
の
金
開

を
見

る
限

な

さ
甲

へ
、
流

々
に
於
て
差
別

あ
b
て
誇
ふ
ち

の

畠
、
理
の
融
地
瓜
大

の
謎
貌

昔
知
ら
ば

、
其
部
も
な
〈
迷
も

な

(
皆
以
持

し
か

る
ペ

し
‘
亦
畜
と
云
ふ

事
.
小
人
は
μ
獄
を

の

み
箭
t
す

れ
E
も
‘
凡
て

同
性
の

人

に
勝
ん
t
山
ふ
事
、印
ち

天
狗
芥
に

筒
落
し
た
る

な
れ
ば
赴
帝
な
ら
?

や
、
其
外
妄
恕

執
念
を
不
ν
離
ば
‘
持
人
隙

的
鬼
帝

成
る

べ
し
、
所
ν
制
人
而
献

心
成

る
者
也

‘
如
ν
此
の
鬼
市
品

ん
ぞ
拡

人
の
心
を
可
ν
奪
乎

、

O
客
日
.
子
が
云
ム
蕗
、名
人
は
不
ν
守
を
以
て
近
t
す
、
然

に
古
名
人
柳
生
以
仰
の
高
弟
本
識
三
問
答
等

の
脊
を
錦
し
て

其
他
統
を
噸
る
、
叉
頃
川
鈍
三
揃
が
末
洗
大
来
弘
興
ω
術
諭

を
作
て
他
流
を
潟
る

、今
子
が

云
ふ
も
亦
相
同
じ
、
口李

を
以

百

J
』卜

七



忽

衡

不
鎗
宮

て
す
る

に
非
宇
や

、然
れ
ば

白
右
を

這
ひ
他
λ
を
見

下
す

、
是

則
ち
健
心

の
天

狗
な

ら
ん
、

答
日
、
予
自
ら
以

て
他
を
誹
せ

ん
平
、
客

の
悶
に
図
て

姑
〈

其
是
非
を

解
〈
物
也
、
柳
生
無

限

の
二
流
t
も

仁
、
敢
τ
他
旋

t
宰
は
ん
t
欲
し
て
云
に
は
不
ν可
μ
省
、
制
物
の
形
刀
仕
主

の
術
は
湛
能

な
ら
宇
‘
近
に
違
て
攻
第
仁
泣

5
か
り

て
昧
し
、

笹
ば
総

ν
本
求
〆
魚
が
如
〈
終
に
一
生
謬

b
通
し

τ
其
明
徳

を

見
る
郁
ぷ

J
能
を
喫
き
、
是
を
世
上
執

心
の
入

じ
も
示
し
、
亦

我
門

誕
に
滅

め
ん
錫
に
、
始
{
自
他

り
差
別
を
云
刷
己
、
尤
も

艮
興
唱
川同
格
な
ら
ざ
る
叩

へ
、
義
を
以
退

と
す

る

諜
り
も
街

h
t
口比
え
た
り
、
唯
道
迎
を
設
〈
に
常
て
不
ν
論

一
赴
非
〔
不

み
故
に
乍
に

似
た
b
t
云
r
も
、
金
邸
術
に
於

τ
子

ア

勝

の
溢
引
る
事
t
云
も

由
也
、他
流

に
b
名
人
街
る
ぺ
し

.
詩
洗

持
其
先
背
は
名
人
な

る
ペ
り
れ

E
色
‘
其
衣
に
至
て
不
徳
の

師
理

を
失

ふ
よ
り
、
形
万
組

杓
計
り
に

て
勝
負

世
守

ふ
事

な

き
に
し
も
非
宇
、
亦

共
中
に

不
名
人
も
出
る

t
見

え
た
り
、
三

浦
氏
十
入
箇
流

の
中
に
も

、
事

一
致
の
師
な
し
.
官
時
他
流

の
師
千
が

許

に
来

る
人
も
不
〆
少
t
云
E
も

.
未

一
λ
も

搭
能

成
は
な
し
、
是
人

の
知
る

所
也
、
是
を
以

て
裳
宇
る
に
名
人

は
世
に
稀
也

、
皐
術
務
術

t
も

に
事

理

一
致
に
あ

ら
宇

ん
ば

司
引
引
企
兵
a
r
ま

、目
f
主
自

=
の
郵
也
、
怖
銭
の
人
と
成

ら
ん
よ
b
、
一
向

に
無
乎
の
必
入
の

=
方
益
な
る

べ
し
.
ω
術
も
至
械
の
所
は
不
ν
職
し
て
n
然
に

=
勝
也
.
箪
訟
に
も
rケ
載
勝
を
上
t
し
.鞍
て
勝

つ
を
中
t
L
、

一
一致
し
て
勝
を
下
t
す
t
か
や
、
理
宅
な
る
物
剛
へ
限
前
な
れ

=
r
も
見

へ
が
た
し
.
闘
て
執
心
の
人
剣
闘
す
t
比
え
た

れ
、丹

一
一し
よ
(

一
珂
を
脅
明
す
る
時
は
廻
凶
何
か
せ
ん
、
他
を
求
る

z
都
を
不
ν待
し
τ
我
に
於
て
足
れ
b
.彦
に
欧
人
は
尉
な
が
ら

=
名
所
を
如
る
t
言
ム
類
な
る

ぺ
し
、

=
O
客
臼
、子
が
百
所
悉
〈
心
術
に
し
て
夏
に
御
術
仁
非
宇
、勝

=
つ
事
を
不
v努
し
τ
唯
心
を
修
せ
ん
t
な
ら
ば
、経
沿
噌
激
文

=
皐
を
悩
ら
ん
に
は
し
が
じ
、臼
術
を
以
τ
す
る
事
不
帯
畠
、

一
答
H
、
尚
能
よ
り
b

一
心
に
不
・如
t
云
事
ゐ
れ
ば
、
御
術
・乞

一
不
ν潟
t
も

一
心
を
悟
ん
仁
は
不
v如
、
元
来
刀
飢
は
世
の
凶

-
抹
に
し
て
不
ν吋
ν川
、
然
r
も
泣
(
川
る
時
は
世
仰
官
を
助

一
る
畠
、
是
川
殺
λ
刀
を
以
τ
訴
λ
ω
t
す
る
也
、
亦
似
術
は

一
小
銭
也
、
品
ん
ぞ
道
と
せ
ん
や
、践
ν然
予
式
士
の
家
に
生
れ

花
る
臓
分

肘
れ
ば
.刀
桁
を
z
と
す
る
に

、能
〈
瑚
に
謹
す
る

一
一時
は
家
業
む
な
し
か
ι
宇
、亦
丈
才
を
以
rア
銭
t
も
白
ら
成

←
一
M

川
川苦

ま

の
其
r

手

\
是
e5

て
大
也
t
す
、其
飲

箆

鰐

衡

イ

三

W

六
ド

A

何
の
盆
か
ゐ
ら
ん
、
千

が
云
ふ
所
口
己

を
叫H
ん
で
云

に
は
非

宇
、

唯

是

な
ら
し
め

ん
t
し

τ
非
を

云

ふ
も

の
弘
、

O
客

日
、
古
昔

よ
b
諸
流
と
多
(
机
合
'
乞好
み

、
闘
修
行
の

鋭
術
者
も
不
ν
少
‘是
等
も
柳
生
三

捕
に
劣

る
ま
じ
、
然
る
に

其
名
を

不
〆
暴
る
は
如
何
な

る
事
ぞ
、

答
日
、
凶
修
行
武
者
修
行
由
事
二
つ
布
る
一?
τ
一

つ
に
は

武
袋
執

心
の
人
‘
迎
年
蚊
沈
艇
む

t
云
へ
ど
も

金
勝

の

一
浬

を
不

ν
悟
、依
に

魁
凶
し
て

名
附

に
似
辿
し
其

妙
セ

件
ん

t
欲

る
者
也
、
筒
様

の
人
は
諦

凶
油
流
t
仕
合
を
し

τ
も
跡
も
た

る
を
不

ν
悦
、
負
吋

柁
る
を
悦

t
す
、
如
何

t
な
れ
ば
栽

に
負

〈
る
人
は
我
に
劣

る
入
な
れ
ば
‘
我
勝

τ
も
我
に
袋
な
し

、我

に
勝

つ
人
は
我
に
勝
れ
る
人
な
れ
ば
、
我
負

て
悦
t
す
‘
是
則

我
よ
b
高

き
人
に
山
宵

て
其
向
徳
を

科
熟
せ

ん
錦

の
執
行

な

る
が
申
へ

也
、
既
に
尖
宗
を
得

る
時
は
庇
て

徳
を
懐

に
す

.依

τ
名
不
ν
剥
、是
異
の
執
心
に
し
て
難
ν桁
人
畠
、
亦

一
つ
に
は

ニ
三
流

に
も
訂
合
凡
る
に
、

己
れ
炉
カ
祉
刺
枚
早
業
越
者
に

ま
か
せ
基
に
世

じ
.
他
凶
他
疏
を
打
て
名

を
悦

ん
t
欲
1
る

恭
畠
.
此
人

は
前
に

反
す

、
勝
ち
た
る

時

は
悦

ぴ
、
丸
り

た
る

時
は
怒

ち
、
筒
絞
の
人
は
徳
に
伴
て
不

ν
得
ν
抵
、
畢
立
は
立
題

を
以

τ
λ
を
ん
市じ
及
色
艶
苧
乞
恥
る
も

の
也
‘
是

れ
悲
を
以

主

如
例t
云
ふ
に
、ω
術
は
打
太
刀山
相
平
を
立て
、す
る
ψ
!=

へ
に
、
徴
雌
に
て
も
治
心
る

附
は
相
乎
の
人
咽F
之
、
赴
軒
太

刀
に
立
た
る
人
仰
ち
生
た
る
件
桁
也
、
斯
〈
云
ふ
昨
は
御
術

を
以
て
滋
と
す
る
に
似
た
り
と
云
へ
E
も
、
全
〈
近
t
す
る

に
ゐ
ら
宇
、滋
を
特
る
に

歪
る
を
以
て
大
也
t
云
而
己
、飽
じ

て
初
術
を
以
τ
近
と
し
丈
串
を
以
て
滋
と
し
紳
占
悌
経
を
以

て
滋
t
す
る
は
不
ν迫
・
叩
共
物
を
し
τ
近
に
歪
る
を
以
て
湾

ν逃
ν
之
‘唯
き
は
め
て
御
術
と
云

名
を
遁
れ
柁

る
な
ら
ば
、
反

て
其
術
金
か
ら
ん
、孫
子
に
所
ν消
h
械
百
勝
非

一盈
之
善
ポ
→

勝
つ
蔀
を
不
ν
翁
時
は
金
勝
を
得
る
の
理
必
然
花
り
、
勿
諭

心
術
仁
冶
ら
宇
ん
ば
品
ん
ぞ
必
物
の
徳
を
明
め
ん
.
何
科
御

術
上
手
な
ち
t
も
一
心
不
ν
治
、
敵
と
立
曾
て
心
陪
々
に
勧

き
侃
て
、
H
来
の
術
も
行
ふ
べ
き
の
主
無
る
べ
し
、
制
術
は
帯

刀
す
る
者
可
v伽
の
釘

一
也
、応
，
川J
不
ν
勉
故
、
我
本
来
の
心

を
悟
ち
生
死
仁
於
て
無
心
な
る
ポ
は
、
敵
に
令
し
て
も
4
枯

に
し
τ
心
特
倒
せ

ぎ
る
梢
、
無
磁
白
α
を
件
る
品
、
凡
て
ω
術

は
己
れ
人
に
勝
つ
耶
也
t
忠
ふ
郁
小
人
の
心
也
、
λ
亦
己
に

勝
つ
の
術
如
何
に
も
せ
ん
、
誕
附
一
方
勝
ち
た
る
は
宰
に
し

て
勝
つ
と
云
も
の
也
、
企
勝
と云
ふ
物
に
は
非
宇
、峨
雅
致
を

修
し
τ
心
に
物
な
(
寂
然
た
る
人
は
、
奇
跡
主
符
る
帯
必
せ

三
a
宍
十
丸



.
術
ぷ
孟
量

b
、自
然
天
鋲

つ
き
て
死
す
る
t
も
、消

々
然
t
し
τ
其
死
美

し
か
る
ぺ
し

、
勇
士
不
ら
ア
喪

ν
元
と
て
.
士
花
る
恭
生
死
を

潔
〈
致
す
を
以
て
普

t
す
、
故
に
名
賂
は
死
の
場
に
臨
で
は

醜
き
働
を
不
ν
湾
、従
容
と
し
て
死
に
就
(
事
、
月
花
に
封
す

る
に
梓
し
、
是
死
に

於
て
も
と

無
心
、
生
に
於
τ
も
無
心
也
、

志
士
仁
人
求
v
生
無v害
ν
仁、
穀ν身
以
右
ν成
ν仁
、是
則
韓
人

生
兆
一
民
t
す
る
所
に
し

t
、
死
に
布
て
は
死
の
逝
を

壷
し
、

生
に
在
て
は
生
の
逝
を
準
す
、然
防
は
於
ν
生自
在
也
、於
ν死

自
在
畠
、

O
客
臼
、
諸
流
仁
問
'f
切
る
と
云
て
、
形
刀
の
終
に
ニ
三
篇

切
ち
も
ゐ
b
、
亦
軒
太
刀

の
λ
も
無
〈
、
締
り
問
計
り
、
或
は

百
振
千
援
毎
H
如
ν
斯
切
つ
て
蒋
古
す
、
ω
術
は
問
を
切
ら
ざ

れ
ば
用
に
不
v立
t
開
り
り
、
子
が
疏
に
は
4
ν
川
乎
、

答
日
、
予
が
洗
は
初
心
よ
り
栃
立

じ
豆
る
迄
、
打
科
の
太
刀
脅

以
τ
悶
に
非
宇
t
云
帯
な
し
、
問t
は
敵
t
我
t
の
間
、
椛
理

也
、
予
が
洗
丞
理
を
示
す
事
は
、
俗
に
云
ふ
時
は
問
の
事
也
、

併
し
相
手
白
打
太
刀
の
人
も
な
(
、
恥
綱
千
振
ニ
千
援
日
々

仁
切
る
を
問
t
名
〈
る
事
難
=心
件
「
是
は
兎
に
問
t
云
ム
も

の
仁
は
非
宇

、
定
て
手
の
内
を
克
め
ん

錦
か
、
叉
は
手
の
利
仁

専
t
す
る
な
る
べ
し
、
害
ゐ
る
錦
な
ら
ば
先
づ
可
畠
、
去
札

也
、
尤
正
法
に
し
て
可

・G
の
法
な
る
ペ
し
と

云
へ

E
』

、
例

=
の
勝

つ
事
を
封
み
、
人
を
古
す

る
等

の
錆

に
行

ふ
も
の
な
れ

ニ
ば
、
是
亦
慾
心
を
以
τ
す
る
故
に
共
験
ゐ
る
ぺ
き
や

一フ
な
し
、

筒
様
の
都
E
も
を
特
み
に
し
て
飢

術
の
上
に
用
ふ
る
恨
甚
危

き
弔
に
鐙
剛

‘
兎
に
角
に

品
多
き

は
必
其
流
の
誕

へ
た
る
咽

へ
也
、
其
飲
は
一

理
牢

飢
紳
誕
の

位
を
朴

苫
る
附
は
、興
義

の

段
に
成
τ
必
子
に
可

ν
敬
の
法
幌
r
之
、
依
て
組
物
の
形
刀
叡

二
駁

々
に
し
て
、
至
栃
の
段
は
児
法
口
仰
等
共
外
絞

々
の
智
修

二
修
を
以
て
仕
舞
を

つ
り

る
よ
b
外
な
し
.
是
流
の
哀

へ
た
る

=
事
必
せ
り
、
喰
ば
闘
家
に
政
笈
た
る
時
は
必
怯
皮
多
〈
出
づ

士
る
が
剖
し
、聖
人
の
天
下
を
泊
む
る
昨
は
法
皮
三
品
に
不
ν溢

t
開

り

b
、
柳

生

流

の
諮

に
云

ふ
如
〈

、
数

の
引

は
椛

の
呉

砂

の
劃
し

t
云
r
も
、
畢
必
は
西
H
水
一

つ
に
て
す
む
t
街

れ

ば

、
強
て
高
物
を
盗
さ
ん

t
す
る

4
此

拙
き

事

也

、
云

は
ヤ

高

=

は
押
小
川
也
、
此

一
河
に
誠
τ
共
利
笹
を
以
て

叫
川

に
?

一て
h事
甚
狭
し
、
修
し
て
早
(
西
江
の
大
海
に
歪
て
“品
水
を

一

=

つ
に
し
て

一
口
に
呑
む

ぺ
し
、
硲
物
は

一
よ
ち
生
宇
る
な
れ

=

‘
其
本
元
の
無
懲
幅
我
の

一
を
恨
り
品
れ
ば
応
弔
n
明
〈

=
事
分
明
畠
.或
は
耐
紛
太
刀
或
は
精
迩
太
刀
或
は
太
刀
版
答
‘

=
抗
外
蕗
族
を
を
4
し
、
戒
は
狐
つ

E
を
を
t
し
、
域
は
血
情

倒

衝
不
量

鎗

竺肉

位
ヤ

E
も
定
り
た
る
問
は
敢
て
特
分
な
し
、
ボ
叉
附
を
し
τ
散
を

打
出
が
ん
露
な
ら
ば
大
じ
不
可
也
、予
が
数
t
す
る
問
は
、延

る
時
は
限
主
〈
、紡
る
時
は

一
毛
の
中
仁
入
る
、延
よ
も
縮
ま

る
も
敵
t
我
t
の
泣
近
渇
不
及
な
か
ら
ん
事
を
修
す
る
も
@

畠
‘
斯
の
如
〈
浬
を
答

b
5
れ
ば
、
或
逝
砂
或
は
不
足
な
る
も

の
畠
、亦
御
矢
賞
の
位
に
至
て
は
問
t
云
ふ
名
も
失
也
、
m
と

は
物
に
劉
す
る
名
品
、
無我
無
敵
の
本
然
に
至
る
時
は
、
問
の

心
帥
迷
な
句
t
知
る
べ
し
、
他
洗
の
問
t
名
づ
り
‘
縄
ち
力
を

出
し
て
級
蛍
を
切
り
出拙
〈
科
に
手
り
内
刺
た
b
t
も
、
温
不

及
引
る
時
は
何
の
効
か
ゐ
ら
ん
、
袋
少
な
き
事
じ
や
、

O
客
日
、諸
洗
に
口
仰
受
怯
t
云
事
ゐ
b
、
子
が
洗
に
無
・之

は
何
ぞ
や

.

答
臼
、
是
則
形
都
仕
立
の
飢
術
に
欽
多
布
ν之
、此
科
縛
授
の

亦
は
家
入
に
出
宵
τ
は
盆
布
る
郁
も
有
る
ぺ
し
・
中
位
以
上

の
人
に
は
難
v周
、其
故
如
何
と
成
れ
ば
、
其
師
た
る
人
の
工

夫
L
τ
、
是
二
そ
否
t
い
は
ん
白
串
な
ん
E
忠
付
、利
方
を
以

τ
栴
た
る
事
也
‘
然
れ
ば
金
(
人
智
よ
b
出
で
花
る
事
升
別

な
り
、
哲
洗
袋
観
理
故
の
徳
は
紳
明
仁
通
宇
、
中
々
入
智
ω

能
〈
及
ぷ
所
に
非
す
、
受
怯
の邪
、賛
山て
丸
ネ
、
十
字
護
法
、

肉
明
等
働
家
に
取
入
て
受
怖
へ
、
夫
よ
b
門
弟
に
怖
怯
す
る

魚
什
を

扶
{
の

兇
、
其
外
利
々
の
児
法
な
ん
r
臼
事
は
、
教

ν世
s
主
れ
ば
知
て
雄
‘f市J
感
、飢
術
の
用
に
は
無
J
之
事
也
.

然
る
に是
等
を
御術
に
取
付
て
奇
也
t
す
る
準

一チ
笑
事
也
・

所
νm
邪
は
正

に
不
ν
敵
、
正
法
に
奇
妙
な
し
t
て
、
異

に
正

な
る
者
に

は
邪
は
rナ

符
ν
施
、
峨
氷
の

日
に
向
て

前
咽

る
が

如
し
、入
此
理
明
ら
か
不
ν
成
故
、
惑
ゐ
る
魁

の
然
し
む
る
所

也
、
然

る
に
門

弟
袋
恐

に
し
て
幻
主

取

て
受
体

す

、
宜
な
る

か
は
奇
に
傍
ち
亦
利
を
筑
る
叩
へ
な
り
、予
が
流
は
以
ν
僻
湾

ν
傍
不
d
足
、唯
以
ν
叶
錦
ν
叫
、
入
ν
逃
耐
ν
心
忠
云

々
、

O
客
日
.
子
が
敬

ふ
る
一肋
、組
物
の
形
刀
を
敢
τ
不
ν
好
t
云

E
も
、
懸
円
よ
り
身
際
尚
符
の
術
、
敵
の
栴
打
突
事

に
謄
宇

る
事
、是
も
例
の
組
物
形

刀
由
如
〈
な
ら
ん
、
其
依
は
筒
様
の

栴
に
は
角
し

τ
懸
り

、
角
打
τ
ば
兎
し
て

臆
じ

、
彼
の

構
に

は
此
点
裏
引

り
t
、
心
得
な
ん
ど
械

々
引

る

べ
し
、然
ば
組
物

に
締
τ

敵
の
心
を
祭

す
る
を
初

心
の
初
方
t
す

る
に
非
宇

や

、

答
臼
、客
の
云
所
大
健
は
似
た

b
t
云

へ
E
も
、予
が
激
方
t

は
大
に
児

也
、諸
洗

尖

に
、栴

は
上
段
、中
段

、下
段
、
相
桧
、哨

眼
‘
概
叩
な
E
、
此
外
色
々
布
て
.
A
援
化
の
事
幾
ら
も
布

べ

し
、
亦
求
必
の

品
鍬
を

r
ナ
知
.
他
流
多
(

是
れ
に
心
を
盆
し

=
育
セ
十
-



z
百
位
十

観

編

不

識

‘

τ
m
々
の
率
t
好
み
、
恕
量
の
不
ν
及
所
は
誕
法
肉
明
等
砂
二
な
き
も
の
也
・依
て
分
別
を
不
νm
し
て
白
庇
成
る
事
を
・
初

以
て
す
る
t
見
え
た
b
、
是
御
街
の
大
病
に
し
て
迷
妾の
至

一
心
よ
h
猿
め
蒋
古
す
る
事
也
、此
上
な
は
玄
々
の
徳
は
、
愈
也

極
弘
、
箇
傑
に
心
を
擢
f
防
は
心
φ
勤
侃
不
ν
止
、終
に
明
徳

一
抗
を
不
ν
用
.敵
の
構
入
相
は
入
相
、時
限
は
附
眼
、
拾
は
拾

不
ν矧
、
互
仁如
恵
を
振
ひ
、
反
τ
心
申
催
に
打
出
す
事
な
り

一
t
・
常
健
を
不
ν勤
、
唯見
花
る
ま
、
に
し
τ
介
別
を
不
ν用
‘

が
た
〈
、
見
合
に
成
τ
時
刻
移
るt
云
へ
E
も
勝
負
小
み
二
一
理
融
和
し

τ
徳
を
以
τ
維
す
時
は
、
敵
も
無
心
に
成
て
不

終
じ
見
準
な
る
働
な
主
も
の
也
・
世
よ
に
附
嘩
刀
似
或
は
主

了
働
、
自ら
鐙
化
す
る
都
不
ν
成
もの
也
、是
智
理
の
致
す
t
こ

説
の
曾
討
等
多
升
此
類
仁
聞
岬
、
是
れ
知
は
明
徳
白
孟
t
成
一
'べ

糾
明
ら
か
に
し
τ
夏
に
花
な
し
・
依
に
他
流
の
数
方
t

て
紳
盤
是
が
錦
仁
不
ν
恋、六
稲
に
円
、
大
斜
は
不
ν
智、
大仁

一
は
遜
仁
異
品
、
依
ν
之
勝
利
を
食
る
人
は
、
初
心
の
中
常
旅

は
不
ν仁
、大
勇
は
不
ν到
t
、
唯
法
天
理
に
し
て
n
然
り
初
、

を
不
ν
武
、円
ら
蒋
古
を
此
む
る
人
多
し
、
去
E
ち
極
花
る
形

自
然
の
仁
、肉
然
の
孤
は
廊
太
の
徳
な
れ
ば
・中
々
小
人
の
限

刀
主
修
す
る
時
拡
、心
も
形
刀
も
麟
て
不
=白
伝

一也
・杭
統
は

に
凡
ゆ
る
も
の
じ
非
宇
・是
を
以
不
d
斜
不
v仁
不
ν労
と
云
ふ

恨
も
形
刀
も
心
に
純
柑
に
し
て
臼
h
也
、
此
理
を
縦
守
予
し

な
h
、中
脱
に
日
、
杭子
は
居
ν易
以
侠
ν命
.小
人
は
訂
令除
以

一
て
事
世
専
t
す
る
岩
は
‘
紫り
る
犬
の
柱
を
姐
る
が
如
し
、

徽
ν傘
t
も
ニ
れ
ゐ
h
、子
が
喝
〈
所
も
・
先
づ
忍
科
を
去
τ
一
O
客
日
、
一
切
の
酪
心
を
以
て
ま
と
す
、心
よ
b
不
ν求
事
成

広
丞
を
縦
見
せ
杏
す
る
時
は
、
臼
然の
域
に
赴
〈
也
・
然
る上

一
る
べ
炉ら
宇
、
品
ん
ぞ
無
心
t
云
て
心
主
燐
τ
御
術
な
る
ぺ

は
侠
ν
命
に
し
τ
、
敵
何
程
の
構
を
も
せ
よ
、
其
格
白
法
に
位

一
苦
や
、

し
て
宅
理
の
問
よ
句
打
つ
、
亦
敵
餐
化
す
る
じ
も
忠
拡
分
別

一
答
日
、然
り
二

切
心
の
外
な
し
、
然
れ
E
も
右
が
心
t
す
る

を
不
ν
用
し
τ
、
唯
錨
的
じ
号
れ

ム
\
肱
じ
τ
少
し
も
向
限

一
心
は
和
心
也
、
干
が
無
心
t
云
所
は
本
来
の
心
也
、
本
来
白

合
す
ニ
t
な
し
・
忠
殻
升
別
を
甜眠
れ
て
袋
化
じ
謄
?
る
事
却

一
心
は
形
刀
も
色
も
臭
も
影
も
な
し
、
赴
を
無心
と
云
、此
本
心

ν紳
な
る
事
は
、無
心
盤
着
に
し
て
唯
益
理
自
性
の
光
明
逼
照

一
本
来
向
益
t
内
外

一
致
に
成
て
猿
々
た
る
を
本
極
の
一
理
と

す
る
吻
へ
品
、
伐
に
敵
t
切
結
ぷ
時
に
至
τ
忠
拡
す
る
m
は

一
も
云
、
和
心

は
影
形
羽
τ
高
物
に
制
て
磁
る

、
花
心
を
以
す

一-冒-

汀
川
叫ナ
グ
得

一主
必
物、
宰宮
以
τ
骨
字時
は
通
に

印

し

.
内
外
清

m

に
し

1
瓜
物

に
不

ν
磁
不
ν
犯
ν
世
‘
老
千

H
、

X
は
件
二

以
て
悩
.
地
は
併
ν
一
以
事
、
紳
は
柁
ν
一
以
湾

ν天
、
天
下
の
点

は
其
致
ν
之

一
つ
也
.
得
二

な
き
時
は
天
下

清
き
事
無
し

、
天
清
き
市

な
り
μ
ば
恐
ν
裂
、
地
単
き
事

な
り

れ
ば
恐
ν
動
、
紳
出
な
り
れ
ば
恐
ν病
、
谷
鑑
る
事

な
リ
れ
ば
恐

ν
鵡

、
高
物
生
事
な
り
れ
ば
恐
ν滅

、
E
鉱
点
た

る
事

な
り
れ
ば

恐
v
皿
以
是
を
以
て
見
る
時
は
制
術
も
符
ν
}
以
譲
明
也
、
然

る
叩
へ
仁
髭
化
の
慮
周
無
巌
白
在
也
、

一
つ
'T
符
5
れ
ば
精

紳
不
v霊
、
不
ν
盛
防
は
事

地
t
も
仁
昧

し
.
昧
き
時

は
彼
衣
不

ν
升
、
不
ν
分
時
は
ニ
つ
t
成
る
‘

ニ
つ
t
威
れ
ば
守
ゐ
b
、守

あ
れ
ば
跨
負

ゐ
b
.
亦
云
、
道
生
二

二

生
b
ニ
、
ニ

生
v
三

ゐ答た 勺必は三 三
叱臼 り 存 に 無 は 生
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量

置

肪
引
与

、
勝
を
不
ν
火
附
は

搾
負

に
成
也
、
勝
昔
矢
て
勝

郁
は

唯

一
理
の
然
ら
し
む
危
所
に
し
て
無
訣
品
、勝
を
rア
失
は
入

慾
に
し
t
有
ν
我
也
、
亦
臼
、
上
徳
は
無

ν錫
而
以
純
P小
ν錦
.

下
樹
は
錯
ν
之
而
以
荊
ν錫
、
鈎
術
に
取
て
比
れ
ば
名
人
は
千

袋

品
化
す
t
云

へ
E
も
、都

に
心
T
容
る
酢
な
t
峨
無
心
畠
、

無
心
な
る
が
甲

へ
に
無
錦
と
云

々
、
倣
町
A

必
柑
々
の
都

に

も
心
不
ν
染
の
み
、
紳
滋
に
六

根
消
搾
と

云
郁
も

此
儀
を
以
で

の
故
か
、
是
世
常
流
に

事
を
拾

る
t
云
ο
.
事
を
袷

る
時
は

而
も
事
不
島
謹
事
な

し
.
是
無
ν
不
ν
錦
と
云
ふ

に
合
へ
り

、
勝

を
好
む
者
は

心
中
に
例
の
智

仰
授
俳
法
を
念
じ

、
事
に

心
を

容
τ
格
位
を
茸

τ
、
甚
勝

を
不
ν
失
.
叩
へ
仁
形
像
誕
ち
桜
つ

τ
敵
の
表
必
に
心
染
凝
滞
し
て
不
=
自
在
→
背
負
t
な
る
也
、

事
に
心

を
容
る

時
は
無

心
n
然
の

位
に
め
ら
干

.
邸
i
迎

t

不
v
化
、
敵
t
税
t
不
ν
化
.物
と
不
ν
化
、
時
は
ニ

つ
t
成
F

祁
守
ひ
白
在
を
判
る

亦
な
し

.今

川
人
叫
を
以
凡
る
ペ
し

、
象

和
に
し

τ
物

に
不
ν作
、
道
迎
に
按
明
す
る

λ
は

‘
天
下
に
敵

な
{
、
常
に
天
千
の
巾
の
λ
に
勝
肘
τ
自
布
品
J
又
剛
毘
μ

=

し
て
人

の
性

じ
伴
ひ

逃
浬
に

“
昧
な

る
人
は
、
劉
附
物
に

作

=

て
不

ν
敵
t
云
所
な

〈
、
常

に
大
負
を

恥
て

チ

門
収

一也
、
寄

れ
ば
官
千
白
吉

に
も
戒
ν
之
戒

ν之
、
出
=乎
悶
-
ポ
μ
コ乎
陥
-

三
宵
屯
k
三
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?
k
引
境
何
れ
の事
にL
品
:
仁t
乙

宇
、
孔
孟
の
徒
も
近
世
競
ひ
必
b
τ
孤
汲
に
分
れ
、
道
徳
仁

義
は
す
た
れ
て

只
文
字
而
巳
に
陥
り

、
形
容
計
を
奔

こ
t
じ

は
取
り
た
る

畠
‘
源
溢
L
τ
米
盆
分
れ
て
、
嚢
賢
の

世
を
去

る
事
久

き
依
仁

此
の
如
(
に
は
な
り
し

、
吾
鋭
術
も
其
如
し
.

其
入
c
び

両
れ
ば
権
高
波
に
妙
れ
.
流
儀
の
徳
は
厳
て

只
組

物
の
形
刀

計
与
胎

b
由
る
ぞ

、
不
ν
悲
乎
、

O
客
臼
、
子
の
云
ふ
所
悉
〈
渦
得
す
、
然
れ
r
も
予
今
溢
得

し
花

る
如
〈
に

某
術

な
り

難
し

、
赴
如

何

.

答
日
.
凡
τ
文
宇
言

語
に
砂
る
は
理
の
迩
也
、
金
正
理

仁
非

予
、
其
透
に
悶
て

無
v迩
物

を
怯

る
べ
し
、
故

に
続
家

に
は
4

立
文
字

t
云
は
守
や
、

凡
て
丸
る

邸
附
〈
事
意
議

に
落

つ
る

に
随

て
、
心
に

は
自
在
を

得
る

の
逃
迎
を
知

れ
E
も
、
吏
に
心

の
如
〈
成
b
が
花
〈

、
穆
術
も
弛
経

賢
叫
を
附
記
す
る
人
多

し
t
云
E
も
、
滋
を
見
付

る
人
な
色
故
、
翠
賢
じ
歪

る
人
少

也
、
兎

に
も
角

に
も
此
怠
念
t
云
大
病
、
猿
朋
の
削

る
期
令

る

べ
か
ら

宇

、

客
臼
.
意

念
を

去
b
侍
む

所
を
降

る
時

は
、
唯
寓

然
t
し
て

取

認

な

し
、
如
何

し
て

正
翠
に

至
ら
ん

、

答
日

、

容
易
倉
卒

ζ
成

う

が
た

し

.
故

に
前
に

云

如

(

、初

心

者
也
t
、
苦
悪
共
に
符
己
に
出
る
部

は
梓
己

に
反

る
也
、
且
化

は
天
に
し

τ
不

b化
は
花

也
、
船
は

天

に
し
て
不
甑
は

怠
也
、

閃
τ
柔

は
能
〈
剛
セ
制
す
t
も
問
り
り
、
夫
れ
可
=
我
討

-可
=

我
勝

、
論
訴
仁
云
.

季
康

千
政
を
孔

子
じ
問
臼
、
如
し
殺

一
註

道
-
以
就
=
街
温
一
如
何
、
孔
チ
掛
H
、
干
滋
ν
政
誌
m
b
殺
、
干

欲
ν蒋
而
民
苦
、
お
チ
徳
嵐
也
、
小
人
徳
州
也
、州
上
ν
風
必
怯

t
ぞ
、
是
を
以
て
云
時
は
、
凱
術
も
殺
を
川
ο
勝
を
以
て
す

る
は
懲
な
る
か
な
、
寂
然
不
動
に
し

τ
瑚
徳
を
推
す

時
は
、
我

勝
を
以
せ
宇

t
云

E
も
唯
敵

の
似

品
、
大
仁
は
穀
を

一
小ν
用
、

λ

々
白

己

の
罪

仁
c

ぷ

る
、

C
客
日
、
悉
〈
符
心
す
、
然
れ
ば
御
術
は
此
運
簿
読
に
柳
生

洗
仁
無
陛
流

の
ニ
三
成
べ
し

、
他
統
は
修
し

τ
も
危
き
事

に

姥
申

.

符
円

、
客
謬
れ

り
、
本
来
一
洗

に
し
て

自
他
の
差
別
な
し

.
前

依
じ
も
遁
る
如

{
、

品
ぞ

白
抗
を

以
て

是

t
し
他
流
を

以
て

非
t
せ
ん
や
、
然
れ
ば
砿
の
沙
汰
に
し
て

公
の
論

に
は
非
宇

、

只
柳
生
宗
桜
、
三
浦
政
盆
等
、
近
世
衆
に

秀
で
た
る
名
貨
有

る
を
以
て
込
β

白
砧
浬
一

致
の
数
法
知
白

ぺ
し
、
き
あ
れ
ば
近

仁
延
し

t
云

の
み

、
何
の
統
に
も
理

を
致
す
、
提
明
せ
る
人
は

尖

t
す
べ
し

.
可
ν
貴
、
今

λ
勝

利
の
み

を
専

t
す
る
を

蛾
み

よ
b蔀
i
浬
t

一致
仁
修
行
誠
引
也
h
3
μ
ば
一生
見
事
揖

し
、
E
理
は
不

ν
可
ν
求
ν
人
、
文
宜
王
の

臼
、
君
子
は
射
じ

求

む

、
小
人
は

人
に
求
む

、

O
客
日
、
然
ら
ば
靭
術
も
至
極
の
蕗
は
不
ν
憾
乎
、

答
円
、
歪
雌
の
槌
は
師
も
仰
る

郡
不
ν
能
、
勿
論
白
得
の
場
也

、

こ
、
に
至

ら

L
め
ん
錦
に
前

の
如
〈
斜
(
も

の
也

、
事
術

t

色
に
王
禅

の
所
は
円
件
る
仁
あ
ら
宇
ん
ば
玄

々
の
妙
は
a
る

ま

じ

き
也
、
白

必

玄
妙

な

る
所

、
則

御
術

白
法

仁
取

τ
西
江

水
t
色
鈎
矢
宮

t
も
有
無

一
刀
t
も
名

づ
(
、
然

る
一も
の
な

れ
ば
、
師
々
弟
々
水
〈
不

ν
憾
し
て
終
に

組
物

ω
形

刀
計

b

一
飴
し

倒
へ
て

、
西
に
街

る
物
を
京
に
求

る
も
理
也
、
然

る
に

一
常
陛
彼
は
鈎
術
の

家
.
是
は
紛
の
採
な
ん
E
云

ふ
事
.
可
v険

一
串
な
b
、徳
は
桜
て
永

〈
伸
る
物
に
ゐ
ら
宇
、峨
肉
一誕

入
一
不

ご
悶
ニ
其
掠
「

一
O
客
臼
、
玄
妙

に
至
ち
て
は
如
何
な
る
も
の
ぞ
、

一
答
臼
‘
不
ν
知
、

一
O
問

、
然
ら

ば
魁

な

る
も

の

か
、

一
答
H
、
不
V
愚
‘喰
如

v
如
如
ν
慰
‘

亦
問
、
其
依
如
何
、

一
答
日
、
如
ν
如

に
し

て
不
ν知
、附

不
ν
如
・

剣
術

不
識

筋

修

餌
飯
不
植
篇

三
百
七
十
五




